小学校　第４学年
Ⅰ　「郷土愛」を育成する学習構想
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Ⅱ　実践例　　　　　　　
１　単元名　　　　　　　「きょう土につたわるねがい　古い道具と昔のくらし」　　
２　単元設定の理由
　　児童は、これまで地域のごみ処理施設や、浄水場・ダム見学を通して、地域の多様な施設が現在の自分たちの生活を豊かにしていることを学習してきた。そして、そこには日々進歩する技術を学びながら、地域の人々によりよい生活を提供しようと努力している人々が働いていることも実感してきている。そこで、本単元では、昔の人々の暮らしに目を向けさせ、現代の生活に至る過程に思いを寄せ、先人達が身近な地域の人々の生活を向上させるために工夫や努力をしてきたことを理解し、そのような歴史を持つ自分たちの地域に誇りを持ち、地域の一員としての自分を自覚させていきたい。

本単元では、昔の道具とそれを使っている人々の生活を具体的に調べて地域の人々の暮らしが移りかわってきたことを学習する。単元の構成にあたっては、地域の民家園や歴史資料館を見学したり、昔の道具を使っていたお年寄りに話を聞いたり、実物に触れたりする体験活動を導入し、地域の生活を向上させようと努力してきた先人の様子を具体的に調べることができるようにする。また、調べたことを具体的な絵カードなどに工夫してまとめる活動を通して、今と昔の暮らしの違いや当時の人々の思いや願いについて考えることができるようにしたい。
３　指導計画　（総時数８時間）
	　（１）昔のくらしについて聞いてみよう　　　　　３時間　（本時２／３）　
　（２）民家園で古い道具を調べよう　　　　　　　２時間

　（３）古い道具を体験してみよう　　　　　　　　１時間

　（４）道具の移り変わりをまとめよう　　　　　　２時間

　
	
	

	
	
	

	４　本時のねらい
　　身近なお年寄りから昔の古い道具の使い方について話を聞く活動を通して、道具に込められた願い

や知恵に気付き、古い昔の道具を使っていたころの人々の暮らしに関心を持たせ、今後の学習の見通

しを持たせる。
	
	

	○　箱膳に込められた知恵や隠膳に寄せる家族の思いがわかる。
	
	

	○　古い道具について調べてみたいことをワークシートにまとめることができる。


	
	

	
	
	


５　展開
	段
階
	　　学習活動・内容
	時間
形態
	○指導上の留意点   ※評価
	資料

	導
入

	１　身近に残る古いものを発表し合い、学習課題を把握する。
	５
分
一
斉

	○　身近に残る古いものを、行事・道具・建物
にわけ、発表を板書し、本時のねらいである
古い道具へと意識を焦点化していく。
○　実物があればあらかじめ持参するように伝えておき、提示しながら発表させることで古
い道具への関心を高める。
　
	古い道具
の実物や写真

（洗濯板・焼き網お膳など）

	
	

	
	
	

	
展
開

	２　身近なお年寄りから道具の使い方や工夫を聞く。
（1） 箱膳の使い方を知る。

なぜ箱膳が使われたか。
・水を使わない

・物を大切にする
（2） 祝い膳・隠膳の使い方を知る。　　
なぜ隠膳が行われたか
・離れた家族も健康で
無事に生活できる
ように
・食に困らないように

　という願い
３　お話を聞いて考えたこと、もっと調べてみたいことを発表する。
○　身近な昔の道具
○　使い方

○　昔の暮らしの様子
	２０
分
一
斉
１０
分
個別
	○　ゲストティーチャーから話を聞くことにより具体的な昔の暮らしぶりを知り、学習への関心を高めていく。（ゲストティチャーを招くことができない場合は、箱膳や祝い膳の実物や写真を持参する｡）
○　一人一人のお膳が箱にしまわれることで、責任をもって自分の食器を管理していたこと、水は井戸から汲んできて貴重であったので食後にお湯を用い自分ですすいだことなど、物を大切にし環境に配慮した使い方が工夫されていることに気付かせる。

○　お祝いの時は、普段使わない器を出し、遠く離れて生活する家族の分も隠膳として準備したことから、昔の暮らしや家族の無事を願う思いに気付かせる。

· 　感想発表では、燃料や材料を無駄にしない工夫や周囲の人々を大切に思う気持ちなど、身近な道具に込められた知恵や工夫を取り上げ、調べてみたいとする意欲を高める。

　
	箱膳

祝い膳

ワークシート



	まとめ

	４　今日の感想を学習カードにまとめ本時の学習を振り返る。
○　昔の人は物を大切にし、
環境のことも考えていた。

○　家族を思う気持ちが道具から伝わってきた。
	１０
分
個別
	○　身近にある昔の道具について身近なお年寄りや家族から聞き取りをしてくることを課題とし、昔の暮らしに対する見方を広げるようにする。

○　次時は、調べてきたことを発表し合うことを伝える。

	ワークシート


６　評価規準
　○　昔の道具の使い方や地域の生活の移り変わりに関心を持ち、意欲的に調べようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）
　○　今と昔の道具の違いから生活の違いや当時の人々の願いや思いについて具体的に考えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・表現）

　○　昔の道具を調べることを通して、わかったことや考えたことをカードなどに工夫してまとめることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（技能・表現）

　○　地域の人々の暮らしの変化や人がよりよい暮らしを願っていきたことが理解できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）
７　資料等　
    昔の道具の写真、箱膳、お膳、ワークシート
８　板書計画
	めあて                               

	

	　　　　　　　　　　　　　　＜調べてみたいこと＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○身近な昔の道具　　　　　　　　　

	
	　　　　　　　　　　　　　○使い方　　　　　　　　

	＜箱膳＞→環境・責任　　　　　　＜祝い膳＞→家族への思い　　　　　　　　　　　

工夫：物を大切にする　　　　　　家族の健康・無事を願う　　　○昔の人々の暮らし
　　　一人一人が食器　　　　　　

を扱う



１　題材名　　　　　　　　「ジャガイモ畑で」　（主題２－（４）、４－（５））　　
２　題材設定の理由
　　本学級の児童は核家族が多く、日常生活で高齢者と身近に接する機会が持ちにくい現状にある。このような現状を踏まえ、これまで総合的な学習の時間の栽培活動や、社会科の昔の道具調べなどの活動を意図的に教育活動に位置付け、高齢者から様々な知恵や思いを学ぶ機会を設定してきた。先人達の努力と苦労があって、今のわたしたちの生活が成り立っていることを理解させたり、人生の先輩として学ぶ点が多いことに気付かせたりすることで、高齢者に対する感謝と尊敬の念を高めるとともに、先人達の築きあげた郷土に愛着を持ち、大切にしようとする態度を育てていきたい。
　　本時の資料「ジャガイモ畑で」は、ホームへ高齢者の手伝いにボランティアとして向かう「ぼく」が、じやがいもの栽培を通して高齢者から様々なことを教えられ、その存在の大きさに改めて気付いていく様子が描かれている。この資料を用いて、高齢者の知恵や心配りに学ぶ子どもの姿に共感させ、尊敬と感謝の心を育てたい。さらに、学校区が開拓者によるじゃがいも栽培の盛んな地域であることから、具体的にじゃがいもが地域の産業として根付くまでの苦労を地域のお年寄りから話していただくことで、地域への愛着も育てていきたい。
３　指導計画
	事前
指導
（1） 地域の生産者との交流の機会を持つ。

給食で地場産物を多く提供し、生産者や地域の食材への関心を高めておく。
本時
（1） 地域の畑のじゃがいもの花から地域でじゃがいもがたくさん採れることを知る。

（2） 資料「ジャガイモ畑で」を読んで「ぼく」の気持ちの変化を読み取る。

（3） 地域のお年寄りからじゃがいも生産への思いを聞く。

（4） 先人達に感謝し、地域を大切にしようとする心をもつ。
事後
指導
（１）授業の様子をたよりで家庭に伝え、地域のお年寄りや地域の歴史などへの関心を高める。
他教科等との関連

※「郷土愛」を育む学習構想による。


	
	

	
	
	

	４　本時のねらい
　　自分たちの生活を支えてきた高齢者を尊敬し、感謝の気持ちを持つとともに、先人達が築きあげ

てきた地域への関心を高める。     
	
	

	○　高齢者を支えようとした「ぼく」が、高齢者から教えてもらったことの大きさに気付いていく

心情の変化をとらえることができる。
	
	

	○　地域の開拓時の様子を知る高齢者の話から今の生活を作ってきた努力や苦労を知り、郷土や高

齢者を大切にしようとする気持ちを持つことができる。
	
	

	
	
	


 ５　展開
	段
階
	　　学習活動・内容
	時間
形態
	○指導上の留意点   ※評価
	資料

	導
入

	１　地域のじゃがいも畑の様子の写真から地域の産物を知る。
	５
分
一
斉

	○　じゃがいもの花畑の写真が身近な畑の写真であることを伝え、地域の産物への関心を持たせる。
○　本時は、高齢者の知恵や思いについて考えていくことを伝える。
	じゃがいもの花の絵

	
	

	
	
	

	
展
開

	２　資料「ジャガイモ畑で」を
読んで話し合う。

· 　自転車で向かうときの「ぼく」の
気持ち
· 　じゃがいもを食べたときとくべつおいしかったと感じた理由
· 　おじいさんと握手したとき「ぼく」
が思ったこと
３　自分が高齢者から学んだ経験を出し合う。
３４　地域でじゃがいもを育ててきた高齢者の話を聞く。
　◎　根づかなかった
ときの苦労

　◎　家族や子孫に苦
労をさせず、豊か
な暮らしを与えて
やりたいという気
持ち
	２５
分
一
斉
５

分
個

別
５
分
一斉
	○　ホームのお年寄りを助けてあげるべき存在と受け止めている「ぼく」の気持ちを押さえる。
○　ぼくが感じたお年寄りから教えられたり、助けられたりしたこととして、丁寧
に絵で示して教えてくれたこと、植えた
後もいろいろと手をかけてくれたことなどお年寄りが関わる姿を思い起こさせ、
お年寄りの支えがあってみんなで育てることができたことに気付かせたい。　
○　うかばない場合は、社会科や総合的な学習の時間を想起させる。

○　地域の開拓者として地域の発展に尽くし、子孫のために努力してきた身近な高齢者の話をVTRで視聴させ、高齢者の存在を身近なものとして捉えさせるとともに地域を大切にしていこうとする心情を高めるようにする。

	副読本
「ジャガイモ畑で」

ワークシート


	まとめ
	５　教師の話を聞き、本時のまとめをする。
	５
分
個別
	○　教師自身が高齢者から生き方を学んだ体験を語り、高齢者の存在の大切さ、これまで築
いてきてくれた郷土を大切にすることを確認する。
	ワークシート


６　準備・資料等　
    じゃがいも畑の写真　　ワークシート先人の知恵や思い
８　板書計画
	                               

	
	

	
	

	　





１　テーマ　　　「　昔の給食　」

２　ねらい

　　日本ではじめて作られた学校給食を味わうことを通して、

昔の人々の暮らしに思いを寄せ、食料がない時代に助け合

って食材を確保したり、知恵を絞って食材を大切に食べた

りしていた暮らしの様子を知り、現在の食生活に感謝する
とともに、今の時代を築いてきた先人達の苦労や知恵を理

解する。
３　指導過程
	学習活動
	時間
	指導上の留意点

	１　今日の給食の献立を発表する。
２　給食が始まった当時の人々の暮らしを知る。
３　現在の生活や先人達に感謝の気持ちを持つ。

	１分
３分
１分

	○　 給食当番から発表させ、本日の給食の献立に関心を持たせる。
· 　学校給食の始まりを紹介し、百年ほど前の昔の人々の生活の様子を知らせ、現在の豊かな食生活と対比して捉えさせる。
· 　冬場の保存食を紹介し、少ない食材を大切にしてきた先人達の知恵を知らせ、限られた食材の中でも工夫して食べていこうとする昔の人々の姿を思い起こさせる。



４　資料等
	１　今日の給食の献立を発表します。
２　今日は、日本ではじめて作られた給食です。

　

　　今から百年ほど前の明治２２年、山形県の忠

愛小学校というところで作られました。当時は

弁当を持ってきていたのですが、貧しくて弁当

を持ってくることができない子どもがたくさん

いたそうです。

そこで、子ども達のためにお坊さんがお経を

唱えて一軒一軒家をまわり、お米や野菜をいた

だいて今日の献立のような食事を作ってあげた

そうです。

今では暮らしが豊かになって食べ物を無駄に

しがちです。でも、みなさんのおじいさんやお

ばあさんが子どもの頃は、食べることに苦労す

ることが多かったのです。今の暮らしや食べ物

に感謝していただいてください。

　また、今日の汁ものには、冬の保存食である

芋がらや打ち豆が入っています。いずれも、食

材が少ない冬に食べるため作られた保存食です。

昔の人の知恵を味わっていただきましょう。



５　その他の資料
　　※　会津は学校給食が福島県で最初に始まった地域である。日本の給食の始まりと併せ、福島県の給食の始まりを紹介することも考えられる。

　

福島県の学校給食のはじまり
　　　　　　　　　
一般的には、明治２２年、山形県の忠愛小学校で弁当を持参できない貧困児童のために給食がだされたのが、日本の学校給食の始まりだと言われています。
　学制発布以前に遡れば、日本最初の学校給食は、會津藩校「日新館」での給食と言われています。
　「教育は百年の計にして會津藩の興隆は人材の養成にあり。」と、人材の育成を目標に、享和３年
（１８０３年）、文武の両教科を教授する総合学校「日新館」ができました。
　藩士の男子は、１０歳になると「日新館」に入学することが決まりになっており、通常１０００名近い子どもたちが学んでおりました。
給食は、文化３年（１８０６年）から始まりました。
　１５歳以上の子どもたちを対象（それ以下の子どもた
ちは午前中で帰る）とし、１汁１菜で、３分から４分搗
きの麦ごはんが主食でした。
　毎日６００人の給食を賄っていたということですから、
まさしく学校給食センターのようなものです。
　その後、藩の財政が厳しくなり、給食の継続が　　　　

危ぶまれましたが、「人材育成が、何よりも一番

だ。」という教育にかける會津魂のもと、お父さん

方の藩士の給料を下げても、子どもたちに給食を

食べさせていたようです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅲ　○成果と◎さらなる充実のために
１　授業等から
  ○　社会科における古い道具と昔の暮らしの学習と、昔の学校給食の献立を関連づけて提供したことにより、昔の人々の暮らしを食の観点から実感し、現在の豊かな生活を見つめ直すことができた。
　○　道徳の時間に地域の開拓者のVTRを視聴し、開拓時の知恵や子孫への思いを聞くことにより、先人達への尊敬の念や地域を大切に受け継いでいきたいという気持ちや感謝の心が育ってきた。
  ◎　道徳の時間に読み物資料と地域の人材を活用したことで時間が不足した。２時間に分けてじっくりと開拓者の思いを聞いたり、自分の生活を振り返ったりすることも考えられる。
　◎　身近に開拓者がいない場合は、地域のために貢献している高齢者（子ども見守り隊、交通安全ボランティア、シルバー人材センター員など）の話を紹介することも考えられる。
　
２　その後の児童の様子から
  ○  学校給食では、「いつものたくさんの食材の入った給食だ。おいしいね。」などと豊かな現在の食生活を実感する声が聞かれ、大事に食べようとする様子が見られた。

  ○　干し大根やしみもちなど、我が家で食べている保存食の話題も聞かれ、先人達の知恵が受け継がれていることを感じることができた。  
　◎　地域の味や知恵を家庭の食事でも受け継いでいこうとする思いを育てるために、保護者に学習の様子を知らせ、一層の啓発に努めたい。
給食








地場産物の活用（年間）旬の野菜


郷土料理　　　こづゆ　　ざくざく煮


学校給食週間　1月


・給食指導「昔の給食」　＜事例３＞





授業








社会科「古い道具と昔のくらし」1月＜事例１＞


道徳　「ジャガイモ畑で」１月　　＜事例２＞総合　「野菜を育てよう」１・２学期


「きょう土料理を調べよう」３学期　　





家庭








授業のﾜｰｸｼｰﾄを活用した望ましい食生活の実践


給食だより  「昔の道具・昔の食生活」


　　　　　　「給食の記念日があります」











　　　　　　











地域











人材の活用（地域生産者・食生活改善推進員）








事例１　　　　　　社　会　科





古い道具に込められた人々の知恵や思いを探ろう





※　古い道具について調べてみたいことをワークシートにまとめることができたか。（発表・ワークシート）





古い道具に込められた人々の知恵や思いを探ろう。

















・ぼくたちだけで育てよう


・楽をしてもらおうｂ











・たくましい手


・助けてもらったのは、ぼくたちの方


・お年寄りのおかげ





※　箱膳に込められた知恵や隠膳に寄せる家族の思いがわかったか｡（発表・


ワークシート）














事例３　　　　　　給　食　の　時　間





おにぎり　　みそ汁　鮭の塩焼きりんご　白菜漬け　牛乳





事例２　　　　　　道　徳



































先人の知恵や思い





※　高齢者を支えようとした「ぼく」が、高齢者から教えてもらったことの大きさに気付いていく心情の変化をとらえることができたか。（発表）





※　郷土や高齢者を大切にしようとする


気持ちを持つことができたか。　


（表情、ワークシート）





先人の知恵や思い





○お年寄りを大切にしたい





○地域を大切に


したい








さよならのあく手





新じゃがを食べた↓


とくべつおいしい








自転車で向かう











　ジャガイモ畑で









